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■ 用 語 説 明 ■





















































































国 年 2001 2002 2003 2004 2005
中国 100 85 100 200 250
日本 55 55 70 70 70
カナダ 45 45 50 50 50
ベルギー 40 40 40 30 30
ロシア 15 15 15 15 15
フランス 65 65 65 10 10
その他 29 30 30 29 30
合計 349 335 370 404 455
年 2001 2002 2003 2004 2005
透明電極 260 300 360 470 ―
ボンディング 19 21 25 35 ―
低融点合金 6 6 6 8 ―
電池・接点材 5 5 5 5 ―
蛍光体 8 8 8 8 ―
化合物半導体 17 4 7 7 ―
その他 8 11 8 8 ―
合計 323 355 419 541 634（推定）
原料
供給
生産量 70 70 70 70 70
輸入量 171 141 264 421 422
スクラップ
再生 127 158 159 249 329




























年 2000 2001 2002 2003 2004
需要
研磨剤（CeO2） 3,738 2,544 3,721 4,061 4,228
FCC触媒（粗製塩化希土） 702 776 814 682 710
ブラウン管（COe2） 1,500 1,098 1,020 907 944
UVガラス（COe2） 1,332 1,283 1,346 1,350 1,406
光学ガラス（La2O3） 526 409 384 437 455
廃ガス用触媒（CeO2+La2O3) 670 646 677 680 708
脱硫触媒（CeO2） 533 533 555 603 628
コンデンサ （ーNd2O3+La2O3） 1,139 633 762 942 981
蛍光体（Y、Eu、Gd、Tb） ― ― 850 1,200 1,249
焼結希土類磁石（Nd2O3+Sm2O3) 3,753 3,065 3,365 4,058 4,225
ボンド磁石（Nd2O3+Sm2O3) 165 139 118 127 132
ミッシュメタル（MM+La） 2,360 1,490 3,920 3,560 3,707
原料供給（金属量） 27,671 19,737 22,570 25,704 26,762
日本の需要と原料供給（t）












出展：Rosskil Rare Earth 2004

































































































































































（詳細不明） 亜鉛の副産物 1 位（60%）2 位：米国
レアアース



























































































































































































量を 10% と仮定した場合には 1）、
2010 年には、ハイブリッド自動
車の生産が年間 120 万台と予想





































2003 年 7 月 2005 年 7 月 2007 年 7 月
主な用途
価格 比率 (%) 価格 比率 (%) 価格 比率 (%)
銅 US$/t 1710
100
3614 210 7540 440 電線、電子機器、機械
亜鉛 US$/t 827 1194 140 3384 410 メッキ鋼板、合金
白金 US$/oz 690 879 130 1280 190 自動車用排ガス浄化触媒、電子機器
ニッケル US$/kg 8.8 14.6 170 52 590 ステンレス鋼、二次電池
タングステン US$/MTU 46 145 320 165 360 超硬工具、高速度鋼
コバルト US$/kg 23.5 30 130 70 230 耐熱合金、二次電池
モリブデン US$/kg 11.5 66.6 580 65 570 構造用合金、パイプ
インジウム US$/kg 183 899 490 700 380 透明電極（液晶、太陽電池）
ネオジウム US$/kg 6.8 11.7 170 24 350 希土類磁石
ディスプロシウム US$/kg 25 65 260 90 360 希土類磁石
（注）（独）石油天然ガス・金属鉱物資源機構（JOGMEC）ホームページ 10) より作成。












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































7 月 20 日に「海洋基本法」が施





























鉱物資源の種類 マンガン団塊 マンガン・クラスト 海底熱水鉱床
鉱物資源の
内容
形態 直径 1 ～ 10cm の球状 厚さ 1 ～ 10cm の被覆物 チムニー、マウンド
主成分 鉄およびマンガン酸化物 鉄およびマンガン酸化物 鉄、銅、亜鉛酸化物
対象金属 銅、ニッケル コバルト、白金、希土類 金、銀、銅、亜鉛、鉛
成因 海水からの化学体積 海水からの化学体積 高温熱水から沈殿
鉱床規模 ～ 100km ～ 10km ～ 1km
原始資源量 5000億t（推定） 500億t（推定） 100万t（1箇所当たり）
形成時期 ＜ 80百万年 ＜ 120百万年 ＜百万年
鉱物資源の
存在状態
水深範囲 3500 ～ 6000m 1000 ～ 3000m 1200 ～ 3000m
大洋別領域 太平洋、インド洋 西太平洋 中央海嶺 284、島弧 58
地質環境 堆積速度の遅い深海底 海山、海台の露岩域 中央海嶺および島弧火山
EEZ との関係 外側の公海上 日本の EEZ および公海 日本の EEZ および公海
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